
凡例

：新設

：別途改造工事

光ケーブル GI-2C

光ケーブル GI-2C

光ケーブル GI-2C

光ケーブル GI-2C

光ケーブル GI-2C(既設流用)

光ケーブル GI-2C(既設流用)

光ケーブル GI-2C

光ケーブル GI-2C

光ケーブル GI-2C(既設流用)

記　号

凡　例

名　　称

制御配線

光ケーブル GI-2C

光ケーブル GI-2C(既設流用)

光ケーブル GI-2C(既設流用)

光ケーブル GI-2C(既設流用)

光ケーブル GI-2C(既設流用)

※）特記無きケーブルは新設。

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=NONE

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

配線系統図(ポンプ設備)(5/5)

(参考図)

(参考図)

の 44参

配線系統図(ポンプ設備)(5/5) S＝NONE

事務所名



電源配線

記　号

凡　例

名　　称

制御配線

※）特記無きケーブルは更新。

600V CVT 38sq IV 8sq

600V CV 14sq-4c

CVV2sq-15c

600V CV 14sq-4c

CVV2sq-15c

CVVS2sq-2c

CVVS2sq-2c

凡例

：新　設

：別途改造工事

600V CV 5.5sq-2c x2

600V CV 5.5sq-2c

配線系統図(吐出ゲート弁) S＝NONE

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=NONE

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

配線系統図(吐出ゲート弁)

(参考図)

(参考図)

の 45参

事務所名



600V CVT 150sq(既設流用)

600V CV 38sq-3c IV 5.5sq(既設流用)

CVVS 2sq-3c(既設流用)

CVV 2sq-2c(既設流用)

600V CV 38sq-3c IV 5.5sq(既設流用)

CVVS 2sq-3c(既設流用)

CVV 2sq-2c(既設流用)

600V CV 38sq-3c IV 5.5sq(既設流用)

CVVS 2sq-3c(既設流用)

CVV 2sq-2c(既設流用)

600V CV 38sq-3c IV 5.5sq(既設流用)

CVVS 2sq-3c(既設流用)

CVV 2sq-2c(既設流用)

CVV 2sq-2c

CVV 2sq-2c

CVV 2sq-2c

CVV 2sq-2c

CVV 2sq-2c

600V CV 3.5sq-3c IV 3.5sq

600V CV 5.5sq-4c(既設流用)

600V CV 5.5sq-2c(既設流用)

600V CV 3.5sq-3c(既設流用)

CVV 1.25sq-2c(既設流用)

CVV 1.25sq-2c(既設流用)

CVV 1.25sq-15c(既設流用)

CVV 1.25sq-2c(既設流用)

CVV 1.25sq-2c(既設流用)

CVV 1.25sq-2c(既設流用)

電源配線

記　号

凡　例

名　　称

凡例

：新　設

制御配線

直流電源配線

※）特記無きケーブルは新設。

：別途改造工事

CVV 2sq-2c

CVV 2sq-2c

CVV 2sq-2c

CVV 2sq-2c

CVV 2sq-2c

600V CV 5.5sq-3c IV 5.5sq

CVV 2sq-3c

CVV 2sq-3c

600V CV 3.5sq-3c IV 3.5sq

CVV 2sq-3c

CVV 2sq-3c

600V CV 3.5sq-3c IV 3.5sq

600V CV 22sq-3c IV 5.5sq

600V CV 5.5sq-2c x2

600V CV 5.5sq-2c

配線系統図(除塵設備) S＝NONE

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=NONE

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

配線系統図(除塵設備)

(参考図)

(参考図)
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事務所名



6
7
5
0

6
7
5
0

6
7
5
0

6
7
5
0

3
5
2
5
0

1825024300 26500

▽AP+5.500

DN

チャンバー
チャンバー

E.P.S UP

倉庫

UP

DN
UP

EBA

13

12

11

10

9

8

7

排気煙突

水平コンベヤ（更新)

主ポンプ点検用開口

3号水位計

M

M

アルミケーブルラック AP+4.300

(500Wx100H-1段)(既設)

UP

アルミケーブルラック AP+5.700

(500Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

UP

UP

UP

D.N

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)（既設)

アルミケーブルラック(AP+4.200)

(500Wx100H-1段)(既設)

空気圧縮機(エンジン)(新設)

空気圧縮機3.7kw(新設)

4号空気圧縮機機側操作盤(新設)

M

M

4号充排油電動弁(新設)

4号燃料小出槽レベルスイッチ(新設)

P.BOX 300x300x200

(SUS)(新設)

4号水位計No.2(新設)

4号水位計No.1(新設)

G54(新設)

4号機関初期潤滑油ポンプ(新設)

4号複合減速機初期潤滑油ポンプ(新設)

4号ポンプ室配線敷設図(新設)参照

壁貫通

管理運転用ゲート

3号吐出ゲート弁No.1

3号吐出ゲート弁No.2

4号吐出ゲート弁No.1

4号吐出ゲート弁No.2

1

2

3

4

5

No 機　器　名　称 備 考

6

7

No 機　器　名　称

4号吐出ゲート弁機側操作盤

8

9

10

4号主ポンプ機側操作盤

4号主ポンプ機側操作盤

4号冷却水ポンプ機側操作盤

8 9 10

備 考

※1

凡　例

：ケーブルラック配線

：ケーブル番号(   )内

：ピット内配線

：電線管内配線

：新設

：既設

新 設

新 設

新 設

H.H(既設)

P.B(既設)

▽AP+7.700

DN

（GLより1m上り）（既設）

燃料給油BOX

排気煙突

M

M

（既設）

M

M

4号別置きラジエータ

M

M

LS

4号膨張タンクレベルスイッチ(新設)

M
LS UP

：別途改造工事

3,4号自動除塵機機側操作盤

(別途改造工事)

給排気ファン仮設盤(撤去)

3号吐出ゲート弁機側操作盤(既設)

4号吐出ゲート弁機側操作盤(新設)

：撤去

給排気ファン制御盤

(新設)

(800Wx100H-1段)(新設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

新 設

4号ポンプ室配線敷設図(新設)参照

7

4号ポンプ室配線敷設図(新設)参照

(新設)

傾斜コンベヤ（新設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

M

M

機 器 名 称

4号機内ケーブルリスト

4号減速機潤滑油圧規定値SW

4号減速機潤滑油圧低下SW

4号減速機潤滑油圧異常低下SW

4号減速機作動油圧低下SW

4号減速機潤滑油ポンプ停止SW

4号減速機潤滑油異常上昇SW

4号減速機軸受温度異常上昇SW

機 器 名 称

4号機関一次冷却流量SW

4号機関潤滑油圧規定値SW

4号始動電磁弁

4号瞬始動電磁弁

4号充排油電動弁LtSW

4号停止電磁弁1

4号停止電磁弁2

機 器 名 称

4号機関回転数発信器

4号主ポンプ空気槽常用運転圧力

4号主ポンプ空気槽予備運転圧力

4号主ポンプ空気槽切替電磁弁1

4号主ポンプ空気槽切替電磁弁2

4号主ポンプ空気槽常用警報圧力

4号主ポンプ空気槽予備警報圧力

※1

4号冷却水ポンプ(新設)

機 器 名 称

4号温水循環ポンプ

4号冷却水保温ヒータ

壁貫通

M M

MM

M M

4号別置ラジエータNo.5-6 (新設)

4号別置ラジエータNo.3-4 (新設)

4号別置ラジエータNo.1-2 (新設)

G70(新設)

壁貫通

壁貫通

P.BOX 300x300x200

(SUS)(新設)

P.BOX 300x300x200

(SUS)(新設)

P.BOX 200x200x150

(SUS)(新設)

注記)

1.プルボックス　屋外部は防水型使用すること

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(新設)

(既設)

(既設)

(既設)

(更新)

(更新)

4号設備1階 配線敷設図(新設) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号設備1階 配線敷設図(新設)

(参考図)

(参考図)
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事務所名



3
5
2
5
0

3
5
5
0

7
5
0

7
5
0

6
7
5
0

6
7
5
0

6
7
5
0

▽AP+3.200

6
7
5
0

4
7
5
0

6
7
5
0

▽AP+2.000

▽AP+2.000

4-逆流防止弁

15800 13000 22000

(W5250xH3500)

15500

▽AP+2.000

6500

18250

8800 9450

4号吐出ゲート弁No.2

管理運転用ゲート

（W5250xH2700）

3号ポンプ

UP

UP

UP

UP

UP

7

8

9

10

11

12

13

換気機械室

UP

アルミケーブルラック(500Wx100H-2段)

(上段 AP+5.400,下段 AP+5.100)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+5.400,下段 AP+5.100)(既設)

アルミケーブルラック AP+4.300

(500Wx100H-1段)(既設)

貫通スリーブ(既設)

490Wx460Hx2200L

UP

アルミケーブルラック AP+5.700

(500Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(AP+4.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

UP

UP

UP

UP

D.N

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(新設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(新設)

アルミケーブルラック(AP+4.200)

(500Wx100H-1段)(既設)

旧機場へ

4号 燃料移送ポンプNo.2(3.7kw)(新設)

M

M

4号設備1階 配線敷設図(新設)参照

4号設備1階 配線敷設図(新設)参照

4号設備1階 配線敷設図(新設)参照

凡　例

：ケーブルラック配線

：ケーブル番号(   )内

：ピット内配線

：電線管内配線

4号燃料移送ポンプ機側操作盤(新設)

3・4号所内排水ポンプ機側操作盤

燃料遮断弁盤

感電器

M M

燃料貯水槽B系燃料遮断弁

燃料貯水槽A系燃料遮断弁

3号 燃料移送ポンプNo.1

4号 燃料移送ポンプNo.1(3.7kw)(新設)

吐出樋管へ

3号 燃料移送ポンプNo.2

4号吐出ゲート弁No.1

▽AP+0.000

φ4000立軸軸流ポンプ
（既設）

4号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ
（新設）

新設

既
設

4号ポンプ室 配線敷設図(新設) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号ポンプ室 配線敷設図(新設)

(参考図)

(参考図)
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事務所名



1
5
8
0
0

1
3
0
0
0

13 12 11 10 9 8 7

6750 6750 6750 6750 6750 4750

6
0
0
0

3・4号機用傾斜ベルトコンベヤ

（新設）

3・4号機用ホッパ

（新設）

3･4号ホッパ・傾斜コンベヤ機側操作盤

(ホッパ、傾斜コンベヤ自立型)

3・4号機用水平ベルトコンベヤ

（更新）

4－前面掻上げ背面降下レーキ循環除塵機

（既設）

M

M

LS

LS
5E

LS

LS
PX

M

LSLS

5E

LSLS

M M

TL

LS

TL

LS

LS

600V CV 3.5sq-3C IV3.5sq（G22）

CVV 2sq-3C x2（G36）

600V CV 3.5sq-3C IV3.5sq（G22）

CVV 2sq-3C x2（G36）

PB □200x150

PB □200x150

600V CV 3.5sq-3C IV3.5sq #24

CVV 2sq-3C #17

CVV 2sq-3C #17

600V CV 3.5sq-3C IV3.5sq #24

CVV 2sq-3C #17

CVV 2sq-3C #17

CVV 2sq-2C（G16）#17

600V CV 38sq-3C,IV5.5sq (既設配管)

CVV 2sq-2C (既設配管)

CVV 2sq-2C（G16）#17

3･4号自動除塵機機側操作盤

(水平ベルトコンベヤ、除塵機)＊

（別途改造工事）

（新設）

IV5.5sq（G28）
CVV 2sq-2C x5（G54）

IV5.5sq（G28）#30

CVV 2sq-2C x3（G36）

PB □300x200

600V CV 5.5sq-2C x3 

光ケーブル GI-2C x2 (G36)

600V CV 22sq-3C IV5.5sq

(G54)

(G42)

600V CV 3.5sq-3C IV3.5sq（G22）#24

凡　例

：電線管内配線

：新設

：既設

CVV 2sq-2C（G16）#17

CVV 2sq-2C（G16）#17

CVV 2sq-2C（既設配管）

CVV 2sq-2C（G16）#17

CVV 2sq-2C（G16）#17

PB □400x200

600V CV 5.5sq-3C

IV5.5sq（G28）
600V CV 5.5sq-3C

600V CV 5.5sq-3C

※A

※A
※B

CVVS 2sq-3C (既設配管)

600V CV 38sq-3Cx2,IV5.5sq (既設配管)

CVV 2sq-2Cx2 (既設配管)

CVVS 2sq-3Cx2 (既設配管)

600V CV 38sq-3Cx3,IV5.5sq (既設配管)

CVV 2sq-2Cx3 (既設配管)

CVVS 2sq-3Cx3 (既設配管)

PB □500x300

(既設)

(既設)

※ PB(既設)

(SUS WP)

(SUS WP)

(SUS WP)

PB □200x150
(SUS WP)

PB □500x300

(SUS WP)

PB □500x300

(SUS WP)

※C

※D

CVV 2sq-2Cx2 (既設配管) CVV 2sq-2Cx2 (既設配管) CVV 2sq-2Cx3 (既設配管)

PB
(既設)

PB(既設)

※E

M PX

LS

CVV 2sq-2C（既設配管）

M PX

LS

CVV 2sq-2C（既設配管）

※E

M PX

LS

CVV 2sq-2C（既設配管）

※E

PB(既設) PB(既設) PB(既設)

※E
600V CVT150sq IV 8sq ※ (既設配管)

600V CV 3.5sq-3C

CVV 2sq-2C x5

600V CV 38sq-3C x4 ※ (既設配管)

CVVS 2sq-3C x4 ※

光ケーブル GI-2C (既設配管)

600V 3.5sq-3C ※

600V 5.5sq-2C ※

600V 5.5sq-4C ※

CVV 1.25sq-2C x5 ※

CVV 1.25sq-15C ※

(既設配管)

光ケーブル GI-2C ※

※A ※B

600V CVT150sq IV8sq ※ (G92)

光ケーブル GI-2C (G36)

600V 3.5sq-3C ※

600V 5.5sq-2C ※

600V 5.5sq-4C ※

(G70)

光ケーブル GI-2C ※

※C

(既設配管)

(既設配管)

(既設配管)

(FEP50φ)

(FEP40φ)

※D

600V CVT150sq IV8sq ※

光ケーブル GI-2C

600V 3.5sq-3C ※

600V 5.5sq-2C ※

600V 5.5sq-4C ※

CVV 1.25sq-2C x5 ※

CVV 1.25sq-15C ※

光ケーブル GI-2C ※

600V CV 5.5sq-2C x3 

600V CV 22sq-3c

※ケーブルは屋内ラック部まで引戻し、再敷設

※ケーブルは屋内ラック部まで引戻し、再敷設

CVV 2sq-2C x4 ※

※ケーブルは屋内ラック部まで引戻し、再敷設

CVV 1.25sq-2C x5 ※

CVV 1.25sq-15C ※

600V CV 5.5sq-2C x3 

600V CV 22sq-3c (G42)

(G54)

※ケーブルは※PB部まで引戻し、再敷設

600V CV 38sq-3C IV5.5sq (既設配管)

CVVS 2sq-3C

※E

(既設配管)

除塵機配線敷設図 S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

除塵機配線敷設図

(参考図)

(参考図)

の 49参

＊既設３・４号自動除塵機機側操作盤までの施工範囲は配線及び

信号出しまでとし、結線は別途改造工事とする。

事務所名



6
7
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0

6
7
5
0

6
7
5
0

6
7
5
0

3
5
2
5
0

1825024300 26500

▽AP+5.500

DN

チャンバー
チャンバーE.P.S UP

倉庫

UP

DN
UP

EBA

13

12

11

10

9

8

7

排気煙突

4－除塵機
水平コンベヤ(更新)

主ポンプ点検用開口

3号水位計

M

M

1
4
6
1
0

アルミケーブルラック(500Wx100H-2段)

(上段 AP+5.400,下段 AP+5.100)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+5.400,下段 AP+5.100)(既設)

アルミケーブルラック AP+4.300

(500Wx100H-1段)(既設)

UP

アルミケーブルラック AP+5.700

(500Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

UP

UP

UP

UP

D.N

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)

アルミケーブルラック(AP+4.200)

(500Wx100H-1段)(既設)

M

M

P.BOX(既設)

4号充排油電動弁(新設)

4号機関初期潤滑油ポンプ(新設)

4号複合減速機初期潤滑油ポンプ(新設)

IV 100sq(ED)

IV 3.5sq(ED)

IV 3.5sq(ED)

IV 3.5sq(ED)

IV 3.5sq(ED)

IV 100sq(ED)

IV 8sq(ED)

凡　例

：既　設

：新  設

IV 100sq(ED)

▽AP+7.700

DN

3号吐出ゲート弁機側操作盤(既設)

排気煙突

M

M

（既設）

M

M

H
-
2
0
0
x
2
0
0
x
8
x
1
2

H
-
2
0
0
x
2
0
0
x
8
x
1
2

H-200x200x8x12

H-200x200x8x12

H-200x200x8x12

4号別置きラジエータ

M

空気圧縮機(エンジン)(新設)

空気圧縮機3.7kw(新設)

IV 8sq(EC)

搬入口

W2900mm×H3500mm

扉

W900mm×H2000mm

3･4号自動除塵機機側操作盤

(別途改造工事)

給排気ファン仮設盤(撤去)

IV 3.5sqx2(ED)(EC)

4号吐出ゲート弁機側操作盤(新設)

(新設)

傾斜コンベヤ

（新設）

4号水位計No.1

4号水位計No.2

4号ポンプ室 接地配線図参照

給排気ファン制御盤

(新設)

IV 8sq(ED)

4号冷却水ポンプ(新設)

IV 5.5sq(ED)

IV 5.5sq(ED)

IV 14sq(ED)

IV 3.5sq(EC)

IV 3.5sq(EC)

4号原動機室 接地配線図 S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号原動機室 接地配線図

(参考図)

の 50参

(参考図)

事務所名
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5
2
5
0
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5
5
0

7
5
0

7
5
0

6
7
5
0

6
7
5
0

6
7
5
0

▽AP+3.200

6
7
5
0

4
7
5
0

6
7
5
0

▽AP+2.000

▽AP+2.000

4-逆流防止弁

15800 13000 22000

(W5250xH3500)

15500

▽AP+2.000

6500

▽AP+0.000

18250

8800 9450

管理運転用ゲート

（W5250xH2700）

UP

UP

UP

UP

UP

7

8

9

10

11

12

13

換気機械室

UP

3・4号所内排水ポンプ機側操作盤

3号燃料移送ポンプNO.2
燃料フィルタ

アルミケーブルラック(500Wx100H-2段)

(上段 AP+5.400,下段 AP+5.100)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+5.400,下段 AP+5.100)(既設)

アルミケーブルラック AP+4.300

(500Wx100H-1段)(既設)

貫通スリーブ(既設)

490Wx460Hx2200L

UP

アルミケーブルラック AP+5.700

(500Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(AP+4.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

UP

UP

UP

D.N

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(新設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(新設)

アルミケーブルラック(AP+4.200)

(500Wx100H-1段)(既設)

旧機場へ

4号燃料移送ポンプ機側操作盤(新設)

IV 3.5sq(ED)

IV 3.5sq(ED)IV 3.5sq(EC)

IV 8sq(ED)

IV 100sq(ED)

IV 60sq(EC)

IV 100sq(ED)

IV 60sq(EC)

IV 100sq(ED)

IV 60sq(EC)

UP

 4号原動機室 接地配線図参照

凡　例

：既　設

：新  設

IV 100sq(ED)

IV 60sq(EC)

燃料遮断弁盤

感電器

M M

M

M

4号燃料移送ポンプNo.1(3.7kw)(新設)

4号燃料移送ポンプNo.2(3.7kw)(新設)

4号吐出ゲート弁No.1

4号吐出ゲート弁No.2

3号燃料移送ポンプNO.1

3号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ
（既設）

4号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ
（新設）

新設

既
設

4号ポンプ室 接地配線図 S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号ポンプ室 接地配線図

(参考図)

の 51参

(参考図)

事務所名
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▽AP+3.200

6
7
5
0

4
7
5
0

6
7
5
0

▽AP+2.000

▽AP+2.000

4-逆流防止弁

15800 13000 22000

(W5250xH3500)

15500

▽AP+2.000

6500

▽AP+0.000

18250

8800 9450

管理運転用ゲート

（W5250xH2700）

UP

UP

UP

UP

UP

7

8

9

10

11

12

13

換気機械室

UP

所内排水ポンプ機側操作盤

3号燃料移送ポンプNO.2
燃料フィルタ

アルミケーブルラック(500Wx100H-2段)

(上段 AP+5.400,下段 AP+5.100)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+5.400,下段 AP+5.100)(既設)

アルミケーブルラック AP+4300

(500Wx100H-1段)(既設)

貫通スリーブ(既設)

490Wx460Hx2200L

UP

アルミケーブルラック AP+5.700

(500Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H-2段)

(上段 AP+4.300,下段 AP+4.000)(既設)

アルミケーブルラック(AP+4.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

UP

UP

UP

UP

D.N

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(新設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(既設)

アルミケーブルラック(AP+6.000)

(800Wx100H-1段)(新設)

アルミケーブルラック(AP+4.200)

(500Wx100H-1段)(既設)

旧機場へ

B B

A A

燃料移送ポンプ機側操作盤3(新設)

4号燃料移送ポンプNo.2(3.7kw)(新設)

M

M

4号燃料移送ポンプNo.1(3.7kw)(新設)

燃料遮断弁盤

4号吐出ゲート弁No.1

4号吐出ゲート弁No.2

3号燃料移送ポンプNO.1

3号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ
（既設）

4号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ
（新設）

新設

既
設

4号ポンプ室 ケーブルラック図1 S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号ポンプ室 ケーブルラック図1

(参考図)

の 52参

(参考図)

事務所名



▽AP +7.700

▽AP +2.000

▽AP +4.000

▽AP +4.300

▽AP +6.000

100

1250 1700 1900

1
0
0

2
5
0
0

2
0
5
0

1
0
0
0

5200 300

アルミケーブルラック(800Wx100H)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H)(新設)

A-A断面図

(S=1/50)

B

▽AP +7.700

▽AP +2.000

▽AP +4.000

▽AP +4.300

▽AP +6.000

100

1250 1700 5250

1
0
0

2
5
0
0

2
0
5
0

1
0
0
0

4400 500

アルミケーブルラック(800Wx100H)(既設)

アルミケーブルラック(800Wx100H)(既設)

B-B断面図

(S=1/50)

B

800

▽AP +0.000

アルミケーブルラック(800Wx100H)(既設)

5000

アルミケーブルラック(800Wx100H)(既設)

1
5
0

1
5
0

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:50

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号ポンプ室 ケーブルラック図2

4号ポンプ室 ケーブルラック図2 S＝1：50

(参考図)

(参考図)

の 53参

事務所名



燃
料

管
 
S
G
P
6
5
A

地下タンク

60,000L

M

※機械設備と共用

※機械設備と共用

燃料移送ポンプ

1.300L

燃料小出槽

発電機

原動機

ラジエータ

空気槽

空気圧縮機より

受変電設備へ

燃料管　SGP25A(新設)

始動用空気管(新設)

凡例

他ポンプ設備へ

150Lx2

750kVA、ラジエータ式

2号発電機

発電機

原動機

ラジエータ

受変電設備へ

80kVA、ラジエータ式

予備発電装置

逆流防止弁

逆流防止弁

発電機盤 自動始動盤

2号 2号

燃料管(新設)

発電機

原動機

ラジエータ

空気槽

受変電設備へ

燃料管　SGP25A(新設)

始動用空気管(新設)

150Lx2

750kVA、ラジエータ式

1号発電機

発電機盤 自動始動盤

1号 1号

空気圧縮機より

排気管 SGP350A(新設)

排気管 SGP350A (新設)

：新　設

煙突

集合排気管

1000A

集合排気管

800A

1号ポンプより

2号ポンプより

：移　設

集合排気管

400A

空気圧縮機

逆流防止弁 空気圧縮機排気管 50A

排気消音器

排気管 SGP400A

排気管 SGP400A

(既設流用)

排気管 SGP80A(新設)

既設流用新設

集合排気管

400A

新設

既設流用

既設流用

新設

逆流防止弁 新設

新設

既設流用

集合排気管

400A

1号発電機

排気消音器
2号発電機

排気消音器
4号発電機

発電設備配管系統図(更新後) S＝NONE

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=NONE

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

発電設備配管系統図(更新後)

(参考図)

(参考図)

の 54参

事務所名



燃
料

管
 
S
G
P
 
6
5
A

地下タンク

60,000L

M

※機械設備と共用

発電機

原動機

冷却水槽へ

他ポンプ設備へ

2次消音器

排気消音器

1次消音器

排気消音器

375kVA、水冷式

1号発電機

始動空気圧縮機より

空気槽

※機械設備と共用

煙突

燃料移送ポンプ

1.300L

燃料小出槽

発電機

原動機

2次消音器

排気消音器

1次消音器

排気消音器

ラジエータ

空気槽

始動空気圧縮機より

発電機盤 自動始動盤

受変電設備へ

受変電設備へ

冷却水入口管　SGP80A(撤去)

冷却水出口管　SGP50A(撤去)

燃料管　SGP25A(撤去)

燃料管　SGP25A(撤去)

始動用空気管

始動用空気管(撤去)

凡例

：撤　去

他ポンプ設備へ

潤滑油ポンプより
潤滑油入口管　SGP40A(撤去)

潤滑油出口管　SGP65A(撤去)

他ポンプ設備へ

集合排気管

1000A

逆流防止弁

150Lx2

150Lx2

375kVA、ラジエータ式

2号発電機

1,000L

拡張タンク

潤滑水ポンプより

※機械設備と共用

発電機

原動機

排気消音器

ラジエータ

受変電設備へ

80kVA、ラジエータ式

4号発電機

逆流防止弁

集合排気管

250A

集合排気管

400A

集合排気管

800A

集合排気管

400A

発電機

原動機

排気消音器

受変電設備へ

375kVA、ガスタービン式

3号発電機

1号 1号

発電機盤 自動始動盤

2号 2号

発電機盤 自動始動盤

3号 3号

煙突

他ポンプ設備より

燃料管(撤去)

燃料管　SGP25A(撤去)

蓄電池盤

3号始動用

1号ポンプより

2号ポンプより

：移　設

空気圧縮機

逆流防止弁 排気管50A

(既設流用)

(撤去)

撤去

撤去

逆流防止弁

既設流用撤去

既設流用

撤去

撤去

既設流用

既設流用撤去

撤去

発電設備配管系統図(既設) S＝NONE

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=NONE

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

発電設備配管系統図(既設)

(参考図)

(参考図)

の 55参

事務所名



5400 2900

盤記号

盤名称 自家発電装置(750kVA)

側 面 図 S=1/20

1400 800

盤記号

盤名称 空気槽(150Lx2)

側 面 図 S=1/20

1
7
5
0

5
0
0

5000

2
2
0
0

2300

4500

1
2
6
0

発電設備外形図1 S＝1：20

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:20

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

発電設備外形図1

(参考図)

(参考図)

の 56参

事務所名



名　　　　称記　号

CP1

■凡例

備　考

名　　　　称記　号

■凡例

COS1

CS1

PB1

備　考

操作スイッチ（切－入）

押釦スイッチ（表示復帰）

PB2 押釦スイッチ（ランプテスト）

切替スイッチ（現場－中央）

押釦スイッチ（警報停止）PB3

NP1

盤記号

盤名称

800

SI-1

AWV

Hz

VS AS

U < U >

I >I >

CS1

Wh φ

COS

過電流

始動渋滞 過速度
冷却水

温度上昇

断水

冷却水

圧力低下

潤滑油

NP2

1000

FI-1

電圧確立準備完了 停　電 始　動送　電 停　止

NP3

800

AWV

Hz

VS AS

U < U >

I >I >

CS1

Wh φ

COS

NP4

1000

側 面 図 S=1/20

2000

SI-2

FI-1

非常停止
圧力低下

空気槽

油面低下

燃料小出槽

3600

CP2

1号発電機

CP3

CP4

動力配電盤2送りMCCB

CP5

電源切換分電盤2送りMCCB

CP6

CP7

CP2 CP6

SI-1

CS2

COS1

CP1

CP1

PB1 2 3

COS2 切替スイッチ（手動－自動）

CS2 操作スイッチ（停止－運転）

CP8

CP9

2

押釦スイッチ（非常停止）5E

CP4

1号発電機潤滑油プライミングポンプ

CP10

CP11

5E

CP12

CP13

CP14

COS2

CP3

発電機電源変圧器2次MCCB

1号発電機盤 1号自動始動盤 2号発電機盤 2号自動始動盤

盤記号

盤名称

1000

3600

発電機電源切換盤

NP6

1600

NP7

1000

発電機電源変圧器盤 発電機電源主幹盤

2
3
0
0

5
0

2
3
5
0

NP5.1

CS1

NP5.2

CP10

SI-2

COS1

CP10

CS1

CP11

SI-3

COS1

CP11

I >

AV

VS AS

FI-2

CS1

CP12

1

14

FI-3

CS1

1号発電機遮断器

1号発電機補機

CS2

COS1

CP5

CP1

PB1 2 3

2

CP8

5E

COS2

CP7

FI-1

SI-1

2号発電機

2号発電機潤滑油プライミングポンプ

2号発電機遮断器

2号発電機補機

FI-2

地絡過電流

変圧器

温度上昇

主変圧器

MCCB断

主幹

CP13

1号発電機連絡遮断器

2号発電機連絡遮断器

SI-3

給電

1号発電機

給電

2号発電機

FI-3

動力

MCCB断

配電盤2送り

電源切換

MCCB断

分電盤2送り

発電設備外形図2 S＝1：20

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:20

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

発電設備外形図2

(参考図)

(参考図)
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5300

2900 800

2
8
0
0

5400

2
9
0
0

5
0
0

鉄筋コンクリート基礎

（24-12-25(20)）

鉄筋 D-13

（@200）

鉄筋コンクリート基礎

（24-12-25(20)）

鉄筋 D-13

（@200）

型　　枠 m2

規　　格

24-12-25(20)

項　　目

鉄筋コンクリート

単位

m3

数　　量　

数量表
(1基当たり)

8.300

7.830

鉄　　筋 kg 389.092D-13

鉄筋数量表

5.3

4.0

2.8

6.5

C

D

D13

B

A

〃

28

28

15

15 0.995

〃

2.786

3.980

5.274

6.468

382.096

78.008

111.440

79.110

97.020

記号 径 単位質量(kg)長　さ 本　数 一本当り質量(kg) 質　量(kg)

合　　計

摘　要

〃

〃

〃

〃

5.3

5.3 0.4

0.2

0.4

0.2

2.8

2.8 0.4

0.2

0.4

0.2

(1基当たり)

11.3

5.3E

F

1

1

5.274

11.244

5.274

11.244

〃

〃

〃

〃

5.3

5.3 2.8

0.2

2.8

0.2

型　　枠 m2

規　　格

24-12-25(20)

項　　目

鉄筋コンクリート

単位

m3

数　　量　

数量表
(1基当たり)

2.200

0.560

鉄　　筋 kg 43.993D-13

鉄筋数量表

1.3

1.9

0.7

2.5

C

D

D13

B

A

〃

8

8

5

5 0.995

〃

0.697

1.891

1.294

2.488

43.993

5.576

15.128

6.470

12.440

記号 径 単位質量(kg)長　さ 本　数 一本当り質量(kg) 質　量(kg)

合　　計

摘　要

〃

〃

〃

〃

1.3

1.3 0.4

0.2

0.4

0.2

0.7

0.7 0.4

0.2

0.4

0.2

(1基当たり)

3.1

1.3E

F

1

1

1.294

3.085

1.294

3.085

〃

〃

〃

〃

1.3

1.3 0.7

0.2

0.7

0.2

1300

1400

7
0
0

8
0
0

4
0
0

5
0
0

自家発電機基礎 S=1/20 空気槽基礎 S=1/20

発電機基礎図 S＝1：20

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:20

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

発電機基礎図

(参考図)

(参考図)
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1
9
5
0

1
5
0

無筋コンクリート基礎

（18-8-25）

溝形綱 [150x75x6.5t

溝形綱 [150x75x6.5t

3800

2
2
0
0

溝形綱 [150x75x6.5t 無筋コンクリート基礎

（18-8-25）

発電機盤、自動始動盤基礎図

6
0
0

床開口500x500

（既設）

配線スペース

無筋コンクリート基礎

2200

（18-8-25）

型　　枠 m2

規　　格

18-8-25

項　　目

無筋コンクリート

単位

m3

数　　量　

数量表
(1基当たり)

3.300

0.828

溝 形 綱 kg 210.180[150x75x6.5t

（単重18.6kg/m）

（単重18.6kg/m）

（単重18.6kg/m）

発電機電源切換盤基礎図

溝形綱 [150x75x6.5t

（単重18.6kg/m）

1
5
0

3700

1
9
5
0

1
5
0

無筋コンクリート基礎

（18-8-25）

溝形綱 [150x75x6.5t

溝形綱 [150x75x6.5t

3800

2
2
0
0

溝形綱 [150x75x6.5t 無筋コンクリート基礎

（18-8-25）

無筋コンクリート基礎

2200

（18-8-25）

型　　枠 m2

規　　格

18-8-25

項　　目

無筋コンクリート

単位

m3

数　　量　

数量表
(1基当たり)

1.800

1.254

kg 210.18

（単重18.6kg/m）

（単重18.6kg/m）

（単重18.6kg/m）

溝形綱 [150x75x6.5t

（単重18.6kg/m）

1
5
0

溝 形 綱 [150x75x6.5t

500

4
0
0

3150

9
0
0

1
9
0
0

4
0
0

配電盤基礎図 S＝1：20

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:20

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

配電盤基礎図

(参考図)

(参考図)
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EPS

チャンバー

チャンバー
UP

倉庫

6
0
0
0

6

4
7
5
0

7

8
UP

22000

B E

10900

125018650

8002900 2900 60040060040050010001400

2200 1500

3
0
03
7
0
0

2
0
0

1
2
0
0

5
0
0

5
0
0

400

4
6
0
0

5
4
0
0

4
0
0

4
6
0
0

4
7
0
0

4
7
0
0

5
4
0
0

8
0
0

1000 1
0
0
0

1
4
0
0

1
4
0
0

800

11700

6
0
0

600

300

凡例

：コンクリート打設工事

注記

1.コンクリート打設は厚さ150mm

4
8
0
0

7
4
5
0

3
4
5
0

2
9
0
0

ピット断面図
(S=1/10)

配管配線用ピット蓋

CPL4.5t

無筋コンクリート

18-8-40

1
5
0

FL

ピット縁金物

L40x40x5t

コンクリート打設図(更新後) S＝1：50

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

図示

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

コンクリート打設図(更新後)

(参考図)

(参考図)
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1

2

3

4

5

No 基　礎　名　称 基礎高さ

機器表

6

7

8

凡例

：はつり工事

3号発電機基礎

4号発電機盤基礎

2号発電機基礎

1号空気槽基礎

1号発電機基礎

1,2号発電機盤基礎

4号発電機基礎

2号空気槽基礎

EPS

チャンバー

チャンバー
UP

倉庫

6
0
0
0

6

4
7
5
0

7

8
UP

22000

B E

14001800

6
9
0
0

1500 2000

3
7
0
0

4
7
5
0

700 700

1
0
0
0

1
0
0
0

4
4
0
0

1
7
0
0

500

3
4
5
0

500

1900

1
9
5
0

1
9
0
0

4050

1
243

8 7

6 5

はつり面積

400mm+150mm

400mm+150mm

250mm+150mm

350mm+150mm

150mm

150mm

150mm+150mm

150mm+150mm

5.58m3

4.28m3

4.97m3

2.59m3

1.15m3

0.56m3

0.21m3

0.21m3

1
5
0
0

発電機基礎撤去図 S＝1：50

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:50

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

発電機基礎撤去図

(参考図)

(参考図)
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1
0
0

溝形鋼[100x50x5t

排気管支柱

139.8φx4.5(STK400)

排気管 SGP350A

(ロックウール断熱)

3
8
0
0

1
0
0

1
0
0

4
0
0
0

排気管 SGP350A

(ロックウール断熱)

排気管支柱A正面図 S=1/20 排気管支柱A側面図 S=1/20

PL9t

1700

800

排気管支柱A基礎(700x700xH100)

無筋コンクリート(18-8-25)

溝形鋼[100x50x5t

排気管支柱

139.8φx4.5(STK400)

排気管支柱B側面図 S=1/20

2号発電機排気消音器架台 S=1/20

寸法品名材質

SS400 [100x50x5t 1000

33.13

総重量

9.36

加工数量

ベース1

Kg

SS400 1000 9.36アーム1

(1基当たり)

SS400 [100x50x5t 770 14.41支柱2

[100x50x5t

排気消音器架台

1000

[100x50x5t

[100x50x5t

7
7
0

2号発電機排気消音器基礎

1000x400x400

4
0
0

950

6
0
0

1100

排気管架台 S=1/20

寸法品名材質

SS400 [100x50x5t 1100

24.81

総重量

10.30

加工数量

アーム21

Kg

SS400 950 8.89アーム11

(1基当たり)

SS400 [100x50x5t 600 5.62支柱1

[100x50x5t

排気管架台

[100x50x5t

700

2
50

0

6-PL9×220×220(SS400)

C150×75×6.5×10

(SS400)

4-ケミカルアンカー M16×150

4-全ネジBNW M16×300L(SS400)

14
0
0

排気管 SGP350A

(ロックウール断熱)

排気管支柱B基礎(320×320×H100)

無筋コンクリート(18-8-25)

4-六角BN M16×50L

(SS400)

39
00

1
00

排気管支柱A基礎(700x700xH100)

無筋コンクリート(18-8-25)

3
0
0

2
2

6
0
0

4
5
0

4-M16(SS400)

7
5

600

75
排気管支柱

139.8φx4.5(STK400)

PL22

(SS400)

PL9t

(SS400)

150

ベース詳細図 S=1:10

寸法品名材質

139.8φx4.5

SS400

SS400

SS400

STK400

PL9

PL22

800

600

3800

107.05

総重量

57.00

62.17

22.61

6.36

加工数量

ベース

800

600

リブ(上部)1

1

支柱1

Kg

SS400 溝形鋼[100x50x5t 1700

リブ(下部)4

15.91アーム1

PL9 300 150

(1基当たり)

7
5

排気管支柱A数量表

排気管支柱B数量表

寸法品名材質

139.8φx4.5

SS400

SS400

SS400

STK400

PL9

PL22

800

600

3800

100.5

総重量

62.17

22.61

6.36

加工数量

ベース

800

600

リブ(上部)1

1

支柱1

Kg

SS400 溝形鋼[100x50x5t 1000

リブ(下部)4

9.36アーム1

PL9 300 150

(1基当たり)

57.00

EPS

チャンバー

チャンバー
UP

倉庫

6
0
00

6

47
50

7

8

B

22000

E

9

UP

1011

400025002500 2000

50
0
0

20
00

1
30

0

6

7

2

3

2000200020001400

8

4

配線ピット

配管ピット

NO.2空気圧縮機

NO.1空気圧縮機

空気管 SGP25A

1号燃料管 SGP25A

1号空気管 SGP25A

2号空気管 SGP25A

B1FよりB1 Fより

2号燃料管 SGP25A

2号空気管 SGP25A

空気圧縮機排気管

50A

新設

15

排気管 SGP350A

排気管 SGP350A

排気管用開口500x500

(既設流用)

配線用開口500x500

(既設流用)

3号配線用開口φ100

(既設流用)

4号用燃料配管ピット

4号用配線ピット

2号排気管用開口

(既設開口を拡張)

1号排気管用開口

(既設開口流用)

既設開口流用 既設開口流用

4号用配線ピット

(搭載形採用時は不要)

4号発電機盤、自動始動盤

(搭載形採用時は不要)

排気管支柱A基礎

700x700x100

排気管支柱A基礎

700x700x100

既設壁はつり開口既設壁開口

拡幅はつり
既設壁開口

拡幅はつり

集合排気管400A(新設)

(ロックウール断熱)

6
0
00

6

7

B

22000

E

既設流用 新設

1号排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)

集合排気管400A 

(既設流用)

空気圧縮機排気管50A(新設)

(ロックウール断熱)

2号排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

1号排気消音器(新設)

(ロックウール断熱)

ケーブルラック

W500x2(既設流用)

逆流防止弁

400A(新設)

93
0

1
50

0
2
07

0

4
5
00

逆流防止弁

50A(新設)

逆流防止弁

400A(新設)

既設流用新設既設流用

新設

集合排気管400A 

(既設流用)

2号排気管 SGP350A(新設)

(ロックウール断熱)2号排気管 SGP400A(新設)

(ロックウール断熱)

1号排気管 SGP400A(新設)

(ロックウール断熱)

位 置 図 S=1:200

排気管支柱A

1F B1F

排気管支柱B

排気消音器架台

排気管架台

排気管架台

発電機排気管支柱図

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

図示

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

発電機排気管支柱図

(参考図)

(参考図)
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下部水密ゴム

合成ゴム

下部主ローラ

Φ540(SUS304N2)
120

585 115

水抜穴Φ30

5230

2
3
2

2
0
8 Φ

5
4
0

上部主ローラ

Φ550(SUS304N2)

58515

1
5
6

3
8
6

5
7

サイドローラ

Φ200(SUS304)

上部主ローラ中心
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4号吐出ゲート弁扉体組立図 S＝1：15

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:15

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号吐出ゲート弁扉体組立図

(参考図)

(参考図)

の 63参

特記事項

　1)特記無き材質は、SUS304とする。

事務所名



▽AP-0.500
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5
0
0

250

600

※

▽AP+2700

上・下部水密詳細

※ 据付基準線

450 62 440
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45 スキンPL9

ツブレ代 6

153 287

215

5

φ
550

φ540

有
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0
0

2
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扉
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高
 
2
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5
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1
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7
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上部水密ゴム

（合成ゴム）

下部水密ゴム

（合成ゴム）

水 圧水 流

S=1/8

φ
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上
部

ロ
ー

ラ
 
φ

5
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0
　

※

純径間 5250

水密幅 5350

水密幅 5550

扉 幅 5600

水
 
流

主ローラ

(SUS304N2)

オイレス500SP

ブッシュ
120

下
部

主
ロ

ー
ラ

 
φ

5
4
0

(SUS304)

サイドローラφ200

水
 
圧

側部水密ゴム

（合成ゴム）

ローラ軸

（SUSU304）

10 105230

※

側部水密詳細
5
6
5

140
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1
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ス
キ

ン
P
L
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2
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6
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1
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4
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1
5
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1
5
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ローラ支間 5800

2
3
5

2
0
5

2
3
0

2
1
0

ツ
ブ

レ
代

6

φ200

S=1/6

4号吐出ゲート弁水密詳細図

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

図示

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号吐出ゲート弁水密詳細図

(参考図)

(参考図)

の 64参

事務所名



据付基準線

※

マンホール

水
　

圧

※

水
　

流

平　面　図
S = 1/25

正　面　図
S = 1/25

3
3
1
0

1
6
5
0

5
0

▽AP +6.050

▽AP +7.700

側 断 面 図
S = 1/25

1
5
0
0

1
8
1
0

1000

6230

415 3400 1000 415

2200

※

1
3
4
4

1
2

1
3
2
0

1
2

2
5
0

H250x250x14/14

床板 (chPL6)

400

500タラップ

点検用タラップ昇降口

2
5
0

9
0
0

2
0
0

9

1
0
0

9
0
0

25A

32A

560 570

3330

6
0
0

4
0
0

600

400

6210

FB9x65

H200x200x8/12

1
3
5
0

6

L75x75x9

5 @ 500 = 2500 400 5 @ 500 = 2500

2
1
5

□200

4400

4号吐出ゲート弁開閉装置架台組立図 S＝1：25

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:25

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

4号吐出ゲート弁開閉装置架台組立図

(参考図)

(参考図)

の 65参

特記事項

　1)特記無き材質は、SS400とする。

事務所名



1
1
2
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1
1
0
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38000

1150 35950 900

3000 2900900

（移動代）

1950 2000 3000

スナッププーリ

φ216.3

リターンローラ

900幅（18ヶ）

テールプーリ

φ355.6
200
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1500 3000 3000 3000 1650

1200

インパクトキャリヤローラ

900幅（43ヶ）

□
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5
x
4
.
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[150x75x6.5

□
75x4.5

□
75
x4
.5

A

A

電動機付き減速機

(嵩上げ)

耐水化レベル AP+6.600

1
1
0
0

AP+4.100

AP+5.500

675235 235

1145

1
5
0

3
2
0

4
0
7

1
1
0
0

7
2
7

1
8
2
7

1
0
0

1270

A - A　S=1:15

スカート

t4.5 (SS400)

□50x2.3 (STKR)

フレーム

[150x75x6.5 (SS400)

900（ベルト幅）

□75x4.5 (STKR)

3.7kW×4P (200V×50Hz)

1 基

0.90 m

35.95 m

26 m/min

動電 機

トル

置

形

ベ

設

ト 速

機

ベ ル

数

長

幅

式

度

準基用適

設　計　仕　様

除塵設備設計指針

20゜トラフ形ベルトコンベヤ

1
5
0

1
1
0
0

1
0
0

1270

電動機嵩上げ　S=1:15

耐水化レベル AP+6.600

37300

1150 35950 200

750 600 600 44xP750=33000 1000キャリヤローラピッチ

1600 1600 1550 1525 13xP1875=24375 20001650 1650リターンローラピッチ

9475 9500 9500 8825フレーム分割ピッチ

1950 2000 10xP3000=30000 2900スカート分割ピッチ

1
1
2
5

1200

1650

200

450

1500 11xP3000=33000

頭　部

自動調芯リターンローラ

（1ヶ）

リターンローラ

（18ヶ）

尾　部

インパクトキャリヤローラ

（43ヶ）

自動調芯インパクトローラ

（4ヶ）

700

耐水化レベル AP+6.600

1
1
0
0

電動機付き減速機

(嵩上げ)

AP+4.100

AP+5.500

水平ベルトコンベヤ組立図 S＝1：60,1:25

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

図示

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

水平ベルトコンベヤ組立図

(参考図)

(参考図)

の 66参

事務所名



　S=1:50側面図
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　S=1:50平面図
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（別途工事）

ホッパ基礎

（別途工事）

ベルトコンベヤ乗継ぎピット

（別途工事）
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（別途工事）

A - A　S=1:20

675(有効幅)

1
5
5
0

7
5
0

1
4
0

3
0°

3
8
6

900(ベルト幅)

1250

φ
4
0
5

6
5

325 φ
114.3

L
5
0
×

6

6
5
0
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400A(STK400)

点検歩廊
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chPL6

点検歩廊手摺

□50×50×3.2

(STKR400)

600200カバー

PL2(SUS304)

スカート

PL4(SUS304)

非常停止用引綱スイッチ
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3.7kW×4P (200V×50Hz)
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トル

置

形

ベ

設

ト 速

機

ベ ル
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幅

式

度

準基用適

設　計　仕　様

除塵設備設計指針

30゜トラフ形ベルトコンベヤ(ヒレ付)

傾斜ベルトコンベヤ全体組立図(新設)

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

図示

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

傾斜ベルトコンベヤ全体組立図(新設)

(参考図)

(参考図)

の 67参

事務所名



6000

3000 3000

3
3
0
0

2
7
0
0

6
0
0
0

2
1
2
5

2225 2225

4450

10

960

2
1
2
5

7
0
0

1
0
0

5
1
5
0

2
5
0

5
5
0

1
8
0
0

4
6
5

□
2
5
0
×

2
5
0
×

9
(
S
T
K
R
4
0
0
)

L9
0×

90
×
10L90×

90×
10

□
2
5
0
×

2
5
0
×

9
(
S
T
K
R
4
0
0
)

排水管

80A(SUS304TP)

架台

H250×250×9×14

7
0
0

3
3
5
0

5
0

1
8
5
0

1
5
3
6

5
5
0
0

c
h
P
L
6 1
1
0
0

1500×2200(開口)

踊場,階段

C150×75×6.5

C200×90×8

AP+5.500

傾斜ベルトコンベヤ

本体カバー

3・4号ホッパ・傾斜コンベヤ機側操作盤

ホッパ本体(SUS304)
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□50×50×6(STKR400)

パワーシリンダ

39.2kN×2台,1.5kW

　S=1:40正面図

　S=1:40平面図

　S=1:40側面図
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耐水化レベル AP+6.600耐水化レベル AP+6.600

3・4号ホッパ・傾斜コンベヤ機側操作盤
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4000 26004200 1000
ホッパ基礎

（別途工事）
ホッパ基礎

（別途工事）

ホッパ基礎

（別途工事）

1.5kW×4P (200V×50Hz)

パワーシリンダ 39.2kN×2台
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1 基

固定式ダブルカットゲート形

装 置駆 動
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形

設 置 数

式

準基用適

設　計　仕　様

除塵設備設計指針

ホッパ全体組立図(新設) S＝1：40

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:40

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

ホッパ全体組立図(新設)

(参考図)

(参考図)

の 68参

事務所名
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2
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0
0

11
0
0

11
0
0

8@150=1200 5@150=450

1900

7509751125

12
50

800

1000

1100

有効踏面幅 1000

正面図 側面図

C100×50×5,SS400

C100×50×5,SS400

C100×50×5,SS400
CHPL6,SS400

100×50×3.2,STKR400

60×30×2.3,STKR400

90×90×3.2,STKR400

FB6×50,SS400

AP+5.500

耐水化レベル AP+6.600

125

125

1200 700

800

23
0
0

23
0
0

3・4号ホッパ・傾斜コンベヤ機側操作盤 3・4号ホッパ・傾斜コンベヤ機側操作盤

3・4号ホッパ・傾斜コンベヤ機側操作盤架台図 S＝1：10

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:10

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

3・4号ホッパ・傾斜コンベヤ機側操作盤架台図

(参考図)

令和 7 年 11 月   日

(参考図)

の 69参

事務所名
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チャンバー
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A

13000

B

22000

E

15800

1

2

3

4

5

No 機　器　名　称 備　考

機器表

6

7

8

既　設

〃

〃

凡例

：仮　設

9101112

2627

〃

〃

〃

〃

〃

9

10

11

12

13

14

15

16

〃

〃

〃

〃

〃

17

電源切換変圧器盤

18

電源切換分電盤(3)

19

電源切換分電盤

20

浄化用動力変圧器盤

21 き電盤

22 発電機電源切換盤(3)

電源切換分電盤(2)

23

24

1号主ポンプ電動機盤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

25

発電機電源切換盤(1)

26

3号発電機盤

27

3号発電機自動始動盤

28

自家発始動用蓄電池盤

29

1号発電機盤

30

2号発電機自動始動盤

発電機電源切換盤(2)

31

32

1号発電機自動始動盤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

33

2号発電機盤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

32

33

34

252831

1号発電機

2号発電機

3号発電機

4号発電機

34

35

UP

UP

〃

2930

電気室 2号ポンプ

1号ポンプ

ケーブルラック

(既設)

ケーブルラック

(既設)

〃

〃

A

No 機　器　名　称 備　考

仮設発電機 仮　設

A

ケーブル種別回路種別 電線管

FEP150

FEP150

動力配電盤2

電源切換分電盤(2)

600V CV 400sq-1cx6

600V CV 400sq-1cx6

a

a

b

c

ケーブル種別回路種別 電線管

FEP150600V CV 400sq-1cx6

b

電源切換分電盤(2)

ケーブル種別回路種別 電線管

FEP150600V CV 400sq-1cx6

c

動力配電盤2

注記

1.仮設ケーブルはFEP管で保護し、ころがし配線で施工を行う。

2.仮設ケーブルは機器搬出入シャッター部より場内に引き込む。

3.シャッター下部のスペースは、コンパネ等を用い閉鎖する。

1

2

3

4

5

6

低圧配電盤

低圧主幹盤

主変圧器盤

変圧器一次盤/き電盤

制御用直流電源盤

高圧引込受電盤

動力配電盤1

動力配電盤2

照明配電盤2

照明配電盤1

電源分岐盤2

電源分岐盤3

電源分岐盤151

52

53

〃

〃

既　設

51

52

53

欠番

欠番

欠番

欠番
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仮設図(700kVA) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)

の 70参

仮設図(700kVA)

事務所名



バ
ル

コ
ニ

6000.0000

EPS

DN

チャンバー

チャンバーUP

倉庫

UP

8
5
0
0

1

6
0
0
0

2

6
0
0
0

3

6
0
0
0

4

6
0
0
0

5

6
0
0
0

6

4
7
5
0

7

8

A

13000

B

22000

E

15800

1

2

3

4

5

No 機　器　名　称 備　考

機器表

6

7

8

既　設

〃

〃

凡例

：仮　設

9101112

2627

〃

〃

〃

〃

〃

9

10

11

12

13

14

15

16

〃

〃

〃

〃

〃

17

電源切換変圧器盤

18

電源切換分電盤(3)

19

電源切換分電盤

20

浄化用動力変圧器盤

21 き電盤

22 発電機電源切換盤(3)

電源切換分電盤(2)

23

24

1号主ポンプ電動機盤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

25

発電機電源切換盤(1)

26

3号発電機盤

27

3号発電機自動始動盤

28

自家発始動用蓄電池盤

29

1号発電機盤

30

2号発電機自動始動盤

発電機電源切換盤(2)

31

32

1号発電機自動始動盤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

33

2号発電機盤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

32

33

34

252831

1号発電機

2号発電機

3号発電機

4号発電機

34

35

UP

UP

〃

2930

電気室 2号ポンプ

1号ポンプ

ケーブルラック

(既設)

ケーブルラック

(既設)

〃

〃

A

No 機　器　名　称 備　考

仮設発電機 仮　設

A

ケーブル種別回路種別 電線管

FEP125低圧主幹盤 600V CVT 200sq IV 60sq

a

a

注記

1.仮設ケーブルはFEP管で保護し、ころがし配線で施工を行う。

2.仮設ケーブルは機器搬出入シャッター部より場内に引き込む。

3.シャッター下部のスペースは、コンパネ等を用い閉鎖する。

1

2

3

4

5

6

低圧配電盤

低圧主幹盤

主変圧器盤

変圧器一次盤/き電盤

制御用直流電源盤

高圧引込受電盤

動力配電盤1

動力配電盤2

照明配電盤2

照明配電盤1

電源分岐盤2

電源分岐盤3

電源分岐盤151

52

53

〃

〃

既　設

51

52

53

欠番

欠番

欠番

欠番

35

仮設図(80kVA) S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

仮設図(80kVA)

(参考図)

(参考図)

の 71参

事務所名



A-A 断 面

3
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50

6
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50
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0
6
7
50

▽AP +3.200

6
75

0
47

5
0

67
5
0

▽AP +2.000

▽AP +2.000

22000

15500

▽AP +2.000

6500

▽AP +0.000

18250

8800 9450

3号ポンプ

燃料送油管 40A SGP

UP

UP

UP

UP

UP

1
50

0
5
25

0
15

0
0

5
2
50

1
5
00

5
25

0
1
5
0
0

52
5
0

1
50

0
52

50
15

00
32

5
0

1
5
0
0

7
50

6
75

0
6
7
50

6
75

0
67

5
0

6
7
50

47
5
0

3
5
2
50

燃料送油管 65A SGP

燃料送油管 65A SGP

燃料オーバーフロー管 50A SGP

換気機械室

排水管 65A SUS

燃料移送ポンプ

燃料フィルタ

燃料送油管 40A SGP

主ポンプドレン管 50A SUS

バルブ止め 50A

バルブ止め 40A

▽AP +6.000（COP）

▽AP +4.800（COP）

UP

燃料オーバーフロー管 50A SGP 燃料オーバーフロー管 50A SGP

燃料送油管 65A SGP

ピットドレン管 32A SUS

減速機潤滑油ドレン管 32A SGP

13

7

8

9

10

11

12

B E

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

φ4000立軸軸流ポンプ

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

（既設）

主ポンプドレン管 50A SUS

主ポンプドレン管 50A SUS

（既設）

（既設）

（既設）

燃料オーバーフロー管

（既設）50A SGP

(既設)

所内排水ポンプ

燃料オーバーフロー管 50A SGP

燃料送油管 65A SGP

ピットドレン管 32A SUS

（既設）

（既設）

（既設）

A

A

▽AP＋5．500

▽AP＋3．050

▽AP+0.000

▽AP+3.050

7000 ▽AP+5.500

6750 6750

11 12 13

空気抜き管 150A SUS

(撤去)

空気抜き管 125A SUS

(撤去)

逆流防止弁

(既設)

空気抜き管 125A SUS

(撤去)

空気抜き管 150A SUS

(撤去)

4号ポンプ止水蓋

(撤去)

逆流防止弁

(既設)

管理運転用ゲート

(既設)

4号ポンプ止水蓋

(撤去)

4号ポンプ吐出ライナ止水蓋

(撤去)

4号ポンプ吐出ライナ止水蓋

(撤去)

燃料送油管 65A SGP

(既設)

※4号ポンプベース及びアンカーボルト

　、基礎は、既設継続使用とする。

（既設）

182964011829

枠組足場1

5
48

7

(
足

場
高

さ
52

75
)

1
82

9

(
足

場
高

さ
35

5
0
)

6
40

1

(
足

場
高

さ
52

75
)

18
2
9

(足
場

高
さ

3
5
50

)

枠組足場2

枠組足場1

35
50

5
2
75

4号減速機蓋

(撤去)

凡　例

撤　去

足　場　名

枠 組 足 場 1

枠 組 足 場   合 計

計　算　式 数　　量

75.69(掛m2)

足場数量

46.75(掛m2)1.829×3.550×2+6.401×5.275    =

枠 組 足 場 2 28.94(掛m
2
)5.487×5.275                    =

4号ポンプ 足場計画図（1）（4号撤去） S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)

の 72参

4号ポンプ 足場計画図（1）
(4号撤去)

事務所名



平 面 図 S=1:100

22000 18250

15500 6500 8800 9450

E

▽AP+0.000

▽AP+2.000

▽AP+2.000

換気機械室

▽AP+3.200▽AP+2.000

UP

UP

UP

UP

52
50

×
2
70

0
5
25

0×
2
7
00

52
5
0×

2
70

0
52

50
×

2
7
0
0

所内排水ポンプ

(既設)

3号燃料移送ポンプ

3号燃料フィルタ

(既設)

4号燃料移送ポンプNo.1

(新設)

4号燃料移送ポンプNo.2

(新設)

4号燃料フィルタ

(新設) 管理運転用ゲート

(既設)

3号吐出

ゲート弁No.1

(既設)

逆流防止弁

(既設)

3号吐出

ゲート弁No.2

(既設)

4号吐出

ゲート弁No.1

(更新)

4号吐出

ゲート弁No.2

(更新)

逆流防止弁

(既設)

3号吐出ライナ

(既設)

3号燃料移送ポンプ機側操作盤

3号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ

(既設)

4号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ

(新設)

4号燃料移送ポンプ機側操作盤

(新設)

4号吐出ライナ

(既設)

1
00
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(
足

場
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さ
1
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5
)

枠組足場2
枠組足場1

18
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(足
場
高
さ
35
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)
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(足
場
高
さ
35
50
)

1524(足場高さ1825)

1524(足場高さ1825)

3048

(足場高さ3550)

1829

(足
場
高
さ
3550)

3048

(足場高さ3550)

3353

(足
場
高
さ
3550)

枠組足場2

枠組足場3

枠組足場4

枠組足場3
枠組足場5

枠組足場6

枠組足場6

2
5
00

▽AP-2.000

▽AP+2.000 ▽AP+2.200

▽AP+6.650

7000

▽AP+3.050

▽AP+0.000

▽AP+6.050

▽AP+4.348

3
0
0 ▽AP+7.850

1
0
5
0

5000

24
0
0

▽AP-4.700
4号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ

(新設)

排 気管 サ ポー ト 架台3

排 気管サ ポー ト 架台 4

ﾄ゙ ﾚ ﾝﾊ゙ ﾙ ﾌ゙ 50 A- 01

※

3
5
50

1
8
25

枠組足場1

枠組足場2

枠組足場5

枠組足場3

▽AP＋5．500

▽AP＋3．050

▽AP+0.000

▽AP+3.050

MMM M

▽AP+7.550

▽AP+7.850

▽AP-4.700

▽AP-6.700

3号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ

(既設)

4号ポンプ

φ4000立軸軸流ポンプ

(新設)

ON

ST A RT

OF F O N

S TAR T

O FF

1
82

5

3
5
5
0

枠組足場3 枠組足場3

枠組足場1

凡　例

新　設

A - A S=1:100

B - B S=1:100

足　場　名

枠 組 足 場 1

枠 組 足 場   合 計

計　算　式 数　　量

76.94(掛m2)

足場数量

18.36(掛m
2
)10.059×1.825                   =

枠 組 足 場 2 12.99(掛m2)1.829×3.550×2                 =

枠 組 足 場 3 21.64(掛m2)3.048×3.550×2                 =

枠 組 足 場 4 6.49(掛m2)1.829×3.550                    =

枠 組 足 場 5 11.90(掛m2)3.353×3.550                    =

5.56(掛m2)1.524×1.825×2                 =枠 組 足 場 6

4号ポンプ 足場計画図（2）（4号新設） S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)

の 73参

4号ポンプ 足場計画図（2）
(4号新設)

事務所名



▽AP+7.700

DN

チャンバー
チャンバーE.P.S UP

倉庫

UP

DN
UP

EBA

8500 4500 22000

15500 6500

26500

4号主ポンプ

機側操作盤(1式)

(新設)

4号冷却水ポンプ

機側操作盤(1面)

(新設)

4号始動空気槽

(新設)

4号主原動機

(新設)

4号歯車減速機

(流体継手付き)

(新設)

4号2次排気消音器

(新設)

4号1次排気消音器

(新設)

4号別置きラジエータ

(新設)

排 気管 サ ポー ト架 台5 - 7

排 気管サ ポー ト 架台 5- 6

排 気 管サポ ー ト架 台5 -5

排 気 管サポ ー ト架 台5 -4

排 気 管サポ ー ト架 台5 -3

排 気 管サポ ー ト架 台5 -2

排気 管 サポ ー ト架 台5 - 1

排 気管サ ポート 架台 4
排 気管 サ ポート 架台3

排 気管 サポ ート 架 台1

排 気管サ ポ ート 架台 6

燃焼排気管開口穴

既設の開口を利用

開口寸法 700×900

M

M

出力軸回転方向

10 K 80 AS

M

M

10 K 80 AS

排 気管 サポ ート 架 台2

4号膨張タンク

(新設)

4号冷却水ポンプ

(新設)

4号燃料小出槽

(新設)

B

B

燃焼排気管・排気消音器

屋内部　保温材

(新設)
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)

7316

(足場高さ7000)

1829

(足場高さ7000)

枠組足場2

枠組足場3

枠組足場4

枠組足場5

枠組足場6

枠組足場7

枠組足場7

枠組足場8

枠組足場9

枠組足場10

枠組足場11

枠組足場12

枠組足場13

2
5
00

▽AP+6.650

7000

▽AP+3.050

B

3
00

▽AP+7.850

▽AP+14.250

3
6
50

4号別置きラジエータ

(新設)

4号排気ファンNo.1

(既設)

4号2次排気消音器

(新設)

4号1次排気消音器

(新設)

4号主原動機

(新設)

4号歯車減速機

(流体継手付き)

(新設)

排気 管 サポ ート 架 台3

排 気管 サポ ー ト架台 4

排気 管サ ポ ート 架 台5

排 気管サ ポ ート 架台 6

排気 管 サポ ート 架 台5

4号燃料小出槽

(新設)

8
0
0
0

ﾄ゙ﾚ ﾝ ﾊ゙ ﾙﾌ 5゙ 0A -0 1

燃焼排気管・排気消音器

屋内部　保温材

(新設)

燃焼排気管開口穴

既設の開口を利用

開口寸法 700×900

▽AP+7.550

70
00

18
2
5

7
0
00

枠組足場11

枠組足場11

枠組足場13

枠組足場1 枠組足場2

枠組足場3
枠組足場4

枠組足場5枠組足場6

▽AP+7.700

13121110

M

▽AP+9.550

MM M

▽AP+7.550

▽AP+7.850

42
5

4号2次排気消音器

(新設)
4号燃料小出槽

(新設)

4号膨張タンク

(新設)

4号空気圧縮機(電動機駆動)

3.7kW(新設)

4号歯車減速機

(流体継手付き)

(新設)

O N

S T ART

OFF

ON

ST ART

OF F

4号空気圧縮機(電動機・エンジン駆動)

3.7kW(新設)

燃焼排気管・排気消音器

屋内部　保温材

(新設)

5
27

5

7
0
0
0

枠組足場6枠組足場7

枠組足場9

枠組足場4

S=1:100

凡　例

新　設

撤　去

平 面 図 S=1:100A - A

S=1:100B - B

足　場　名

枠 組 足 場 1

枠 組 足 場   合 計

計　算　式 数　　量

463.15(掛m2)

足場数量

23.47(掛m2)3.353×7.000                    =

枠 組 足 場 2 23.47(掛m
2
)3.353×7.000                    =

枠 組 足 場 3 179.24(掛m
2
)25.606×7.000                   =

枠 組 足 場 4 25.61(掛m2)3.658×7.000                    =

枠 組 足 場 5 12.80(掛m2)1.829×7.000                    =

64.02(掛m2)(1.829+7.316)×7.000            =枠 組 足 場 6

19.30(掛m2)1.829×5.275×2                 =枠 組 足 場 7

9.65(掛m2)1.829×5.275                    =枠 組 足 場 8

32.16(掛m2)1.524×5.275×4                 =枠 組 足 場 9

13.35(掛m2)3.658×1.825×2                 =枠 組 足 場 10

26.70(掛m2)7.316×1.825×2                 =枠 組 足 場 11

6.68(掛m2)3.658×1.825                    =枠 組 足 場 12

26.70(掛m2)3.658×1.825×4                 =枠 組 足 場 13

4号ポンプ 足場計画図（3）（4号新設） S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)

の 74参

4号ポンプ 足場計画図（3）
(4号新設)

事務所名
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枠組足場10
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No 機　器　名　称 備　考

機器表

6

7

8

撤　去

〃

〃

〃

〃

〃

〃

移　設

1号発電機盤

2号発電機自動始動盤

1号発電機自動始動盤

2号発電機盤

1号発電機

2号発電機

3号発電機

4号発電機

NO.2空気圧縮機

NO.1空気圧縮機

（既設流用）

（既設流用）

凡例

：撤　去

：移　設

1
7

2356

8

4

足　場　名

枠 組 足 場 1

枠 組 足 場   合 計

計　算　式 数　　量

128.63(掛m2)

足場数量

12.99(掛m2)1.829×3.550×2                 =

枠 組 足 場 2 25.97(掛m
2
)7.316×3.550                    =

枠 組 足 場 3 6.68(掛m2)1.829×1.825×2                 =

枠 組 足 場 4 2.78(掛m2)1.524×1.825                    =

枠 組 足 場 5 25.73(掛m2)4.877×5.275                    =

枠 組 足 場 6 25.73(掛m2)4.877×5.275                    =

枠 組 足 場 7 2.78(掛m2)1.524×1.825                    =

枠 組 足 場 8 6.49(掛m2)1.829×3.550                    =

枠 組 足 場 9 6.49(掛m2)1.829×3.550                    =

枠 組 足 場 10 12.99(掛m2)3.658×3.550                    =

旧機場1F発電設備 足場計画図（撤去） S＝1：60

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:60

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)

の 75参

旧機場1F発電設備 足場計画図
(撤去)

事務所名
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No 機　器　名　称 備　考

機器表

撤　去
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凡例

：撤去
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平 面 図
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W500x2(既設流用)
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枠組足場3

排気消音器

(撤去)

1号発電機
排気消音器

(撤去)

2号発電機

足　場　名

枠 組 足 場 1

枠 組 足 場   合 計

計　算　式 数　　量

51.18(掛m2)

足場数量

23.37(掛m2)12.803×1.825                   =

枠 組 足 場 2 19.47(掛m2)10.669×1.825                   =

枠 組 足 場 3 8.34(掛m2)1.524×1.825×3                 =

旧機場B1F発電設備 足場計画図（撤去） S＝1：60

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:60

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)

の 76参

旧機場B1F発電設備 足場計画図
(撤去)

事務所名
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排気管支柱B基礎 
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足　場　名

枠 組 足 場 1

枠 組 足 場   合 計

計　算　式 数　　量

48.69(掛m2)

足場数量

10.82(掛m2)3.048×3.550                    =

枠 組 足 場 2 6.49(掛m
2
)1.829×3.550                    =

枠 組 足 場 3 5.41(掛m2)1.524×3.550                    =

枠 組 足 場 4 12.98(掛m2)1.829×3.550 ×2                =

枠 組 足 場 5 12.99(掛m2)3.658×3.550                    =

旧機場1F発電設備 足場計画図(1)（更新後） S＝1：60

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:60

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)

の 77参

旧機場1F発電設備 足場計画図(1)
(更新後)

事務所名
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足　場　名

枠 組 足 場 1

枠 組 足 場   合 計

計　算　式 数　　量

67.87(掛m2)

足場数量

5.56(掛m2)3.048×1.825                    =

枠 組 足 場 2 9.46(掛m2)5.182×1.825                    =

枠 組 足 場 3 26.70(掛m2)(12.803+1.829)×1.825           =

枠 組 足 場 4 26.15(掛m2)14.327×1.825                   =

平 面 図

A - A

旧機場B1F発電設備 足場計画図（2）（更新後） S＝1：60

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:60

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)

の 78参

旧機場B1F発電設備 足場計画図（2）
(更新後)

事務所名
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足　場　名

枠 組 足 場 1

枠 組 足 場   合 計

計　算　式 数　　量

201.50(掛m2)

足場数量

6.68(掛m2)1.829×1.825×2                 =

枠 組 足 場 2 25.97(掛m2)3.658×3.550×2                 =

枠 組 足 場 3 57.89(掛m2)5.487×5.275×2                 =

枠 組 足 場 4 9.65(掛m2)1.829×5.275                    =

枠 組 足 場 5 73.97(掛m2)7.011×5.275×2                 =

27.34(掛m2)5.182×5.275                    =枠 組 足 場 6

除塵設備 足場計画図（新設） S＝1：50

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:50

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)
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除塵設備 足場計画図（新設）

事務所名
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足　場　名

枠 組 足 場 1

枠 組 足 場   合 計

計　算　式 数　　量

925.56(掛m2)

足場数量

797.90(掛m2)18.290×8.725×5                =

枠 組 足 場 2 127.66(掛m2)7.316×8.725×2                 =

平 面 図

A - A

B - B

マシンハッチ 足場計画図（4号新設） S＝1：100

令和 7 年 11 月   日

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮 尺

会社名 株式会社 東京建設コンサルタント

S=1:100

国土交通省　江戸川河川事務所

Ｒ７八潮排水機場ポンプ設備増設工事

※本図面は縮小図のため

縮尺は表示と異なります

(参考図)

(参考図)

の 80参

マシンハッチ 足場計画図（4号新設）

事務所名


